
 
 
 
 
 
 
 
 

 日本の災害対策を前へ！！ 

2026 年秋号 

災害大国日本。今夏も熊本の地震(森山は発災一週間の
被災地で給水ボランティアに参加)をはじめ千葉や北陸
での水害など多くの 
激甚災害が同時に発生。 
 
阪神淡路大震災の学生 
ボランティア、その後の 
テレビ記者としての取材 
やドキュメンタリー制作などを経た森山は 
衆議院や党で継続して「災害対策」を担当。 
責任者をつとめてきました。 
日常、法律や予算をつくることはもちろん大事です

が、有事である災害時に法律の想定を越える事態の判断
をすることこそ、政治にしかできない仕事といえます。
11 月には「防災庁」が発足します。日本の災害対策を 
大きく変えるチャンスです。 

 
【初動対応】スピード勝負。一刻も早いスタートが肝心 
①生存可能性が高いため「発災後７２時間は命の時間」といわれます。
消防・警察・自衛隊など訓練を受け、装備を持つ専門部隊が行方不明
者を一人でも多くみつけだす。 

② インフラ（道路、電気、ガス、通信、上下水道など)の応急復旧作業。 
③ 避難所の開設(地元自治会、市町村)、医療支援。 
【復旧・復興】 
町の復旧・復興のグランドデザインや個人宅の再建などは、住民・  
自治会と自治体でしっかり話し合って決めることが大事。 
 ▼防災庁設置にあたって 

これまで「被災自治体(知事・市長)が 
全責任を負う」法律の立てつけを、 
激甚化(知事や市長が無事である保証はない) 
を踏まえ国の関与を強めます。 
               時事通信記事より→ 

この他「行政改革で減らしすぎた結果、そも 
そも市職員や上下水道所職員、保健所職員など 
が普段から足りず、応援体制を組むには人員の 
拡充が必要」「看護・介護などの人員不足」等 
人員不足に関すること。現在のハザードマップ 
を越える激甚災害の発生に合わせた予測の見直 
し、圏域を越える業者の応援と地元との軋轢、自宅全壊の二重ローンの
問題など多くの課題をひとつひとつ整理する必要があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
２月の総選挙でご支援いただいたものの、国民の皆様からの十分な理解を
得るにいたらなかった中道改革連合は、協議を重ねた結果、年内に解党す
ることを決定。 
この秋は国会内の会派を結成するという新たな形で 
「野党連立」への第一歩を踏み出しました。  
森山総支部長は、年内は中道総支部の運営を 
担いながら、これからの新たな政治の形への参加に 
ついて検討を進めています。  
「子どもたちの笑顔と未来のために」 
その実現に向けて、引き続き活動を継続します。  
● 自分らしく生きられる社会 
一人ひとりの違いや多様性が尊重され、誰もが自分らしく生きることができる社会。誰もが安心
できる「居場所」と、それぞれの力を生かせる「出番」のある社会を。  

● 豊かさを実感できる社会 
生まれ育った環境や経済的な格差によって、将来の可能性が左右されることのない社会。 
子育て世代から高齢者まで、誰もが暮らしの中で豊かさを実感できる社会を。  

● 平和に貢献する社会 
国内の平和と安全を守るとともに、国際社会との対話と協力を通じて、世界の平和と安定に 
貢献する国を。 

 
これらの実現には、多様な意見を政策に反映し、国民にとって政権を選択
できる政治環境をつくることが重要です。 
これからも地域の皆様の声を伺いながら、「もうひとつの政権の選択肢」
をつくるための活動に取り組んでまいります。 

森山ひろゆきの 
最新情報発信は 

こちら 

お気軽にご参加ください！ 
 

どなたでもご参加いただけます。 
急な変更の可能性もありますので、 
事前にお問い合わせください。 
  
 

10/30(金) １9 時～ 
ふれあいプラザ新浅香山 
堺市北区東浅香山町 3-22-2 

 
11/22(日) １5 時～ 
湊西自治会館 
堺市堺区出島町 2-7-43 

 

座談会参加 
申込フォーム 
QR コード👉👉 

元気モリモリ!!!座談会  動物に福祉をモリモリ会  
勉強会を開催します 

11/3 (火・祝) １４時～１５時３０分 
  森山浩行事務所 堺市堺区南瓦町 1-21 宏昌センタービル 2 階 
  
森山浩行後援会連合会は、地域別やテーマ別で勉強会や  
交 流 会 を 開 催 。 水 ・ 子 ど も ・ 福 祉 ・ 芸 術 ・ 動 物 愛 護 ・      
落語…など、様々なテーマがあります。  
詳しくは森山事務所までお問い合わせください。  

政権の選択肢をつくる  

 

あなたのお声を聞かせてください 


